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船舶事故調査報告書 

 

                               令和８年７月１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（令和８年４月１４日 ０６時頃～０７時頃の間） 

発生場所 不明（兵庫県豊岡市竹野
た け の

港西方沖） 

事故の概要  漁船第三日隆
にちりゅう

丸の船長は、操業中に落水して溺死した。 

事故調査の経過  令和８年４月１６日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第三日隆丸、０.２トン 

 ＨＧ３－５０４６０（漁船登録番号）、個人所有 

 ４.４６ｍ（Lr）×１.１５ｍ×０.５１ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関（船外機）、３０kＷ（動力漁船登録票による）、進水

年月日不詳 

 （写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗組員等に関する情報 船長 ８３歳 

二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 昭和５７年１１月１２日 

  免許証交付日 令和５年６月１４日 

         （令和１０年１２月２０日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、視界 良好 

本船発見場所（後述）の西南西方約６.５海里（Ｍ）に位置する香

写真１ 本船 



- 2 - 

住地域気象観測所における本事故当日の観測値は次のとおりであっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海象：うねり 波向北、波高１.５～２.０ｍ（僚船船長の目測）、潮

汐 低潮時（０６時頃）～上げ潮の初期（０７時頃）、水温 

約１４℃ 

本船発見場所の西方約３.７Ｍに位置する兵庫県香美
か み

町柴山港にお

ける本事故当日の波浪観測値（全国港湾海洋波浪情報網、ナウファ

ス）は次のとおりであった。 

時刻 

(時:分) 

有義波*1 
波向 

波高(ｍ) 周期(ｓ) 

06:00 0.91 10.5 北北東 

06:20 0.85  9.8 北北東 

06:40 0.93  10.5 北北東 

07:00 0.81  9.3 北北東 

 

 本事故当時、豊岡市に注意報及び警報は発表されていなかった。 

日出時刻：０５時３０分頃 

時刻 
(時:分) 

平均 最大瞬間 
風速(m/s) 風向 風速(m/s) 風向 

06:00 1.1 南南西 2.9 南東 

06:10 1.2 南南西 2.0 南南西 

06:20 0.6 南西 1.7 南西 

06:30 1.3 南西 1.9 南西 

06:40 1.0 南西 1.7 南南西 

06:50 1.1 南南東 2.5 南南東 

07:00 0.6 南南西 1.6 南南西 

 事故の経過 (1) 本船が出航してから行方不明となるまでの経緯 

本船は、船長が１人で乗り組み、令和８年４月１４日０６時少

し前頃、わかめ漁のため、自宅の裏にある竹野港内の係留場所を

出航した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 
*1 「有義波高」は、ある地点で連続する波を観測したとき、波高の高い方から順に全体の１／３の個数の波を選び、

これらの波高を平均化したもので、同じような波の状態が続くとき、１００波に１波は「有義波高」の１.５倍、

１,０００波に１波は２倍近い高波が出現するとされている。 
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船長の家族は、ふだん０９～１０時頃に帰宅する船長が１２時

頃になっても帰宅しなかったため、１２時２０分頃船長が所属す

る漁業協同組合（以下「漁協」という。）に連絡するとともに  

１１８番通報を行った。 

(2) 本船及び船長の捜索状況 

海上保安庁は、巡視艇及び回転翼機を出動させて捜索を開始す

るとともに、消防及び警察に連絡した。消防は救急車を出動さ

せ、警察は車両で陸岸沿いの捜索を開始した。 

漁協所属の僚船は、本船出航場所の北方沖の漁場（豊岡市猫崎

半島南西岸付近）及び北西方沖の漁場（小浦湾と称される湾の東

岸）に分かれて本船の捜索を開始した。 

１３時半頃、小浦湾で本船の捜索に当たっていた僚船の乗船者

は、海上に漁具（わかめを刈り取る際に使用する柄の付いた鎌）

が浮いているのを認めた。 

僚船の乗船者は、引き続き捜索を行っていたところ、１４時

頃、漁具が見つかった場所から南東方沖５０ｍの小浦湾内の東岸

付近で、転覆した状態で岩場に漂着している本船を発見したが、

付近に船長は見当たらなかった。 

僚船に乗っていた潜水士は、海中に入って捜索を行ったとこ

ろ、１４時半頃、本船の東方沖１０ｍ付近で救命胴衣が脱げて腕

に引っ掛かり、意識のない状態で海中を漂っている船長を発見

図１ 事故発生場所概略図 
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し、僚船に揚収した。 

船長は、僚船によって竹野港に運ばれた後、待機していた救急

隊によってその場で死亡が確認された。その後、医師によって死

因は溺死であり、死亡推定時刻は０７時頃と検案された。 

本船は、後日、船長の親族によって出航場所にえい
．．

航された。 

 その他の事項 

 

(1) 本船の操業方法及び漁具 

漁場に到着後、船外機のシフトレバーを中立として船尾から海

中に錨を投入し、船長が船尾付近に立ち、長さ約３ｍの柄の先端

に鎌を付けた漁具で海中のわかめ
．．．

を刈り取るものであった。 

鎌の付け根には、鎌が海中に沈みやすくなるよう鉄の重りが巻

き付けてあり、僚船が小浦湾で漁具を発見した際、鎌及び重りが

海中に沈んでおり、柄が海面上に出た状態であった。 

（写真２及び図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 本船の寸法、発見時の状況及び構造 

喫水は、船首約０.２ｍ、船尾約０.４ｍであった。 

喫水線から船縁までの高さは、船首部約０.５ｍ、中央部及び船

尾部約０.３ｍであった。（写真１参照） 

甲板から船縁までの高さは、船首部約０.２ｍ、中央部及び船尾

部約０.３ｍであった。 

転覆した状態で発見された際、船外機は停止しており、船体に

衝突や乗揚の痕跡はなかった。 

錨及び錨索（本船に結ばれていない状態）が本船付近の海中で

発見され、漁獲物を入れる容器は流出しており、漁獲物の有無は

不明であった。 

固定梯子
ば し ご

や縄梯子は備え付けられていなかった。 

本船は、喫水の浅い和船型の船舶であり、現場調査時に事故調

査官が甲板上で立った際、中央に立った場合は安定しているが、

少しの体重移動で大きく横傾斜するような船であるため、甲板上

写真２ 船長の操船姿勢（再現）       図２ 漁具 
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を移動する際には、姿勢を低くするとともに片舷に体重が偏らな

いようにする必要があった。 

（写真３及び写真４ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 船長の着衣、経験及び健康状態等 

発見された際、合羽の上着及びズボンを着用した状態で、合羽

のポケットに携帯電話（防水パックなし）が入っていた。 

漁師としての経験が約４０年あり、血圧等に関する持病があっ

たものの操業には支障のない健康状態であり、泳ぎも達者であっ

た。 

身長は約１７０cm、体重は約６０kg であった。 

(4) 救命胴衣 

船長は、発見された際、固型式救命胴衣が脱げて腕に引っ掛 

かっており、救命胴衣の紐は結ばれていない状態であった。（写真

５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 本船の操業場所 

漁協担当者及び僚船の船長によれば、わかめ漁は、ふだん竹野

写真３ 本船甲板       写真４ 錨及び錨索 

写真５ 船長が着用していたものと同型の救命胴衣 
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港周辺の陸岸沿いの全域で行うことができるが、本事故時のよう

に北方からの波が高いとき又は風が強いときには、風や波からの

島陰となる豊岡市猫崎半島の南西岸付近又は小浦湾東岸付近(どち

らも本船出航場所からの所要時間は約１０分)で行われていた。

（図１参照） 

一般財団法人日本水路協会発行の航海用電子参考図（new pec）

によれば、小浦湾の水深は、湾口付近は２～５ｍであるが、漁場

及び本船発見場所は２ｍ以下となっている。（図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 僚船の船長による口述 

ふだんから本船の隣に係留している僚船の船長は、本事故当

日、本船出航前の０５時半頃に出航し、猫崎半島南西岸でわかめ

漁を行った後、０７時頃に小浦湾の湾口に到着し、海中のわかめ

の色を確認した後に帰港したが、猫崎半島南西岸でも小浦湾東岸

でも本船を見掛けなかった。 

また、出航から帰港までの間、風は強くなかったものの、沖に

は波高約１ｍの北からのうねりが発生しており、小浦湾内の陸岸

付近では波高が１.５～２ｍになって、ところどころに白波が発生

しているのを見た。 

(7) 浅水域における波の変化 

文献*2によれば、次のとおりである。 

沖合では砕波していない波が、海岸の浅海域に進んでくる場

合、水深と海底勾配に関係して生ずる浅水変形等の効果によって

波高が増大し、波長も短くなり、波形勾配が急峻になって砕波す

ることがあり、磯波と呼ばれている。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 

不明 

不明 

 
*2 「波浪学のＡＢＣ」（磯﨑一郎著、平成１８年株式会社成山堂書店発行） 

図３ 小浦湾（new pec） 
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 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

不明 

(1) 船長の死因は、溺死であった。 

(2) 本事故当時、気象及び海象に関する注意報や警報は発表されて

おらず、平均風速も約１m/s であったものの、近隣の港におけるナ

ウファスの波浪観測値及び僚船の船長の口述から、小浦湾内の陸

岸付近では、沖からのうねりが波高１.５～２ｍの高波に変化して

いたものと考えられる。 

(3) 本船は、次のことから、小浦湾に到着していたものと考えられ

る。 

  ① 本事故当日は沖にはうねりがあり、操業場所が猫崎半島南西

岸付近又は小浦湾東岸に限定されていた。 

  ② 小浦湾内の岩場で本船が発見された。 

(4) (2)、(3)及び次のことから、船長は、波高の高い波が発生して

いた小浦湾において、操業中に体のバランスを崩したか、波の影

響で本船が傾斜した際に落水した可能性があると考えられる。し

かし、船長の落水状況を目撃した者がおらず、客観的情報も十分

に得られなかったことから、落水に至った状況を明らかにするこ

とはできなかった。 

  ① 本船の船体に衝突や乗揚の痕跡がなかった。 

  ② 甲板から船縁までの高さが０.２～０.３ｍであった。 

  ③ 船長は、ふだん船尾で立って操業していた。 

  ④ 本船は、少しの体重移動で大きく横傾斜するような喫水の浅

い和船型の船舶であった。 

(5)  次のことから、船長の落水時刻及び本船の転覆時刻は、０６時

頃から０７時頃までの間であった可能性があると考えられる。 

  ① 本船は０６時少し前頃に出航した。 

  ② 出航場所から小浦湾までの所要時間は約１０分である。 

  ③ 僚船の船長は、０７時頃に小浦湾に到着した際、本船を見掛

けず、小浦湾内の陸岸付近では沖からのうねりが波高１.５～２

ｍの高波に変化しており、白波が発生しているのを見た。 

  ④ 医師による死亡推定時刻は０７時頃である。 

(6) 船長が発見された際、救命胴衣は脱げて腕に引っ掛かってお

り、紐が結ばれていなかったことから、出航時から紐が結ばれて

いなかったか、又は落水後にほどけた可能性があると考えられ

る。 

原因  本事故は、本船が小浦湾において操業中、船長が落水して溺水した

ことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・小型漁船の船長は、沖からの波の波高は浅水域で増大することに
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留意した上で、自船の堪
たん

航性から考えて転覆や落水の危険性があ

る波の高い海域では操業しないこと。 

 ・船縁が低い小型漁船の乗組員は、甲板上で立って操業を行う際、

片舷に体重が偏ることのないよう船体のバランスに注意するこ

と。 

 ・救命胴衣は、紐をほどけないように結ぶ、ファスナーを上まで閉

める、バックルを確実に留める、体のサイズに合わせてストラッ

プやベルトの長さを調節するなど、落水後に脱げることのないよ

う適切に着用すること。 

 ・小型漁船に１人で乗り組む船長は、防水型の携帯電話又は防水 

パックに入れた携帯電話を携行し、落水した際の連絡手段を確保

しておくこと。 

・小型漁船に１人で乗り組む船長は、落水時の船上復帰手段として

縄梯子や固定梯子を船体に備えておくことが望ましい。 
 


